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水稲コシヒカリの青刈りによる飼料生産と青刈り後の再生による食用玄米の生産

目 的
国内の米の生産調整に伴う休耕田の荒廃とバイオエタ

ノ－ル生産による飼料価格の高騰や飼料供給不安定化の

解決策として，飼料米の栽培が注目を集めている．しか

し，飼料米品種は一般に脱粒性が大きく，翌年に食用米

を栽培する際には，雑草化し食用米に混入することが問

題となる．さらに地球温暖化により，日本国内では，登

熟期の同化産物供給量不足により白未熟粒率の増加し，

玄米外観品質が低下することが問題となっている．そし

て，世界的には，温暖化により食料生産の不安定化が大

きな問題となっている．しかし，飼料米の栽培では，こ

のような地球温暖化に対する有効な解決策を確立するこ

とは不可能である．そこで，本研究は，休耕田の荒廃，

飼料供給不安定化だけでなく，さらに地球温暖化に対し

ても有効な解決策の確立をめざし，食用米を生育途中で

青刈りし，その後，再生してきた水稲で食用米を収穫す

る栽培法を行った場合の，飼料供給力，食用米の収量低

下程度と外観品質の向上程度を調査するとともに，食用

米の収量低下による生産量の減少分を，休耕田で食用品

種の水稲栽培を再開することで維持できるかを試算する

こととした．

方 法
育苗箱にペーパーポット（水稲用 R－７，日本甜菜甘藷株

式会社製，１８列×３８列の計６８４ペ－パ－ポット，１．５cm

角×深さ３cm）を装着し，水稲品種コシヒカリを１ポッ

ト１粒で２００９年３月３１日に播種，４月２８日に本田に移

植した．栽植密度は２２．２株m－２（３０cm×１５cm），１株１

本植えとした．肥料源として，緩効性肥料と速効性肥料

を用いた．施肥量は，速効性肥料では，１６０（超多肥），１２０

（多肥）および８０（標肥）kgNha－１，緩効性肥料では，速

効性肥料の約８０％の１２６（超多肥），９４．５（多肥）および

６３（標肥）kgNha－１とした．青刈りは６月２４日（出穂前

３６日）もしくは７月２日（出穂前２８日）に地上１０cm

の高さで行い，青刈りした水稲植物体は，青刈稲飼料と

して収穫し，生重を測定した後，約５０gのサブサンプル

を採取し，８０℃・７日間，通風乾燥機内で乾燥し，乾燥前

後の重量より，青刈稲飼料の水分含有率を算出した．収

穫期には約１m２を刈り取り，玄米の収量，収量構成要素

および外観品質の調査を行った．玄米外観品質の測定は，

穀粒判別器（RGQI１０株式会社サタケ製）を用いて行い，

乳白粒，腹白粒および基白粒をあわせて白未熟粒とした．

結 果
青刈稲飼料の乾物収量は，施肥水準が同一の場合，緩

効性肥料区の方が速効性肥料区より多収となった．そし

て，緩効性肥料の出穂前３６日の青刈りでは，施肥水準が

高くなるにつれて増収となり、最高収量は，超多肥水準

の１．８t ha－１であった．一方、緩効性肥料の出穂前２８日の

青刈りでは，標肥条件で最大に達する傾向を示し，最高

収量は，標肥および多肥水準の２．７t ha－１であった．

青刈り区の精玄米収量は，速効性肥料区では，青刈り

時期が早い方が，そして，施肥水準が高い方が多くなる

傾向を示し，慣行栽培（速効性肥料の標肥水準）区の約

７０～９０％となった．一方，緩効性肥料区では慣行栽培区

の約７０～８５％となった．

青刈り区の白未熟粒率は，速効性肥料の出穂前２８日青

刈りの多肥および標肥水準の２区を除いて，慣行栽培区

より低くなった（第１図）．

考 察
青刈稲飼料収量と青刈り後の再生による精玄米収量お

よび白未熟粒率から鑑みると，最適栽培条件としては緩

大西政夫

第１図 水稲コシヒカリの青刈稲乾物収量，精玄米収量および

玄米の白未熟粒（乳白粒＋基白粒＋腹白粒）率におよぼす青刈

り時期，肥料源および施肥量の影響
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効性肥料を用いて多肥条件で栽培し，出穂２８日に青刈り

した場合と考えられ，この場合，青刈稲飼料収量は２．７t

ha－１，精玄米収量は慣行栽培（無青刈り，速効性肥料の標

肥条件）区の約７０％，白未熟粒率は慣行栽培区より低く，

外観品質が向上するといえる．この白未熟粒率の低下は，

青刈りにより地上部を収穫することで，登熟期の群落内

光環境が著しく改善され，１穎花当たりの同化産物供給量

が増加したためと考えられる．

コシヒカリが普及するまで主力食用品種であった日本

晴を，出穂前２０日より早期に青刈りした場合，青刈稲飼

料の粗タンパク質および粗脂肪含有率は，一般の暖地型

および寒地型牧草と同等以上であり，in vitro消化率は７２％

以上と極めて高く，その嗜好性も極めて良好である（大

西・堀江１９９０）．これらのことより，日本晴と同じ日本型

の食用品種であるコシヒカリの青刈稲飼料の飼料価値も

極めて高いと考えられる．

水稲１作，１０a当たりの慣行栽培（精玄米６００kg当たり）

の粗収入を１０万円として，上記の最適条件でコシヒカリ

の青刈り栽培を行った場合，慣行栽培と同じ粗収入を確

保するための青刈稲飼料の価格を試算する．まず，青刈

り区の精玄米収量は慣行栽培区の７０％であるため，玄米

による粗収入は７万円となり，青刈稲飼料（乾物収量２．７

tha－１）の粗収入で３万円が必要となる．このことより，

青刈稲飼料の価格は，乾物１t当たり約１１１００円となる．

飼料米の価格を食用米の１／１０（６００kg当たり１万円）と

すると，飼料米１t当たり約１６７００円と試算され，青刈稲

飼料の方が飼料米より安価であること，そして青刈稲飼

料の飼料価値が極めて高いことを考えあわせると，青刈

稲飼料の乾物１t当たり約１１１００円は，高価なものではな

いといえるであろう．

また，青刈りにより，白未熟粒率が低下し，玄米外観

品質が向上するため１等米比率の向上，すなわち玄米価

格の向上が期待できる．そのため，近年，１等米比率の低

下が著しい地域では，青刈稲飼料の価格のもっと安価に

なるといえる．

さらに，この青刈り栽培で，精玄米収量が７０％となる

ことより，この収量低下分（３０％）を補うためには，現

在の全水田面積の約２６％（全休耕田面積の６５％）が必要

と試算される．このことより，青刈り栽培を行うことで，

現在の食用米の生産量を維持しつつ，現在の休耕田の６５％

で水稲栽培を再開できる．また，この水稲栽培の再開分

は，農家粗収入の純増分となるため，青刈稲飼料の価格

をもっと安価となる可能性があるといえる．

以上のことより，水稲の青刈りによる飼料生産と青刈

り後の再生による食用米生産を同時に行う水稲栽培法と

しては，緩効性肥料を用いて多肥条件で栽培し，出穂２８

日頃に青刈りするのが良いと考えられる．その場合，青

刈稲飼料収量は２．７tha－１，精玄米収量は慣行栽培（無青刈

り，速効性肥料の標肥条件）区の約７０％，玄米の白未熟

粒率は慣行栽培区より低く，外観品質が向上することが

期待できるといえる．さらに現在の休耕田の６５％で水稲

栽培を再開できると考えられる．
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